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先住民族 ウタㇻ エスペラ
ント アニ ウコイソイタㇰ 

先住民族がエスペラントで
対話してます 

（アイヌ イタㇰ [アイヌ語]） （日本語） 

  

先住民族 ウタㇻ アナㇰ トゥンチ サㇰ ノ エ

スペラント イタㇰ アニ ウコイソイタㇰ クス 

ネ。 

先住民族が通訳なしでエスペラントでお互いに

話し合いをしようとしています。 

オランダ モシㇼ タ シネ 学校 アン ワ、 オ

ロ タ 英語、ドイツ語、 エスペラント イタㇰ 

アエパカㇱヌ。 1998 パ 5 チュㇷ゚ タ、 中央

アメリカ ウン コスタリカ モシㇼ オロワ シネ 

先住民族 エㇰ ワ、 ネ 学校 経営者 (サパ

ネクㇽ) オㇿ タ アㇻパ。 ネ 経営者 アナㇰ 

ベシー シェディー セコㇿ レヘ アン。 

オランダ国に、とある学校があり、そこでは英

語、ドイツ語、エスペラント語を教えています。

１９９８年５月に、中央アメリカのコスタリカ国か

ら、一人の先住民族が来て、その学校の経営

者の所に行きました。学校フ経営者は、ベシ

ー・シェディーという名前です。 

ネア クㇽ エネ ハウェアン ヒ: 

オヤ 先住民族 ウタㇻ クコイソイタㇰ ルスイ 

コㇿカ、 ピㇼカノ クイェ カ エアイカㇷ゚ クス 

ケラㇺペカマㇺ コㇿ カン ワ。 

その先住民族は、以下のように言いました： 

他の先住民族と私は会話したいのだが、ちゃ

んと言うこともできなくて困っているんですよ。 

ネ 経営者 アナㇰ ネア クㇽ イェ ヒ ヌ ワ、 

エネ ヤイヌ ヒ; クコㇿ 学校 オㇿ タ、 イチェ

ン サㇰ ノ エスペラント イタㇰ ネヤ インター

ネット ネヤ アエパカㇱヌ ヤㇰ ピㇼカ ナンコ

ㇿ。 ネノ イキ ヤクン、 先住民族 ウタㇻ ウ

コイソイタㇰ エアㇱカイ ナンコㇿ。 

その経営者はその人の言ったことを聞いて、

次のように考えました。私の学校で、お金なし

でエスペラント語やインターネットを彼らに教え

るといいのでは。そのようにしたなら、先住民

族たちが会話できるだろう。 

オロワノ 1998 パ 10 チュㇷ゚ タ アメリカ オ

ㇿ タ 世界先住民族会議 アン ヒ タ、 "オヤ 

先住民族 ウタㇻ トゥラノ  ウコイソイタカン 

ロ!" セコㇿ、 ネ 経営者 ハウェアン。 

そして、1998 年 10 月にアメリカで世界先住民

族会議があった時に、「先住民族どおしで色々

な話しをしましょう！」と、その経営者は言いま

した。 

オロワノ 1999 パ 9 チュㇷ゚ タ、 ネア クㇽ 

コㇿ 学校 オㇿ タ エスペラント イタㇰ ネヤ 

インターネット  ネヤ  アエパカㇱヌ  ルウェ 

ネ。 

そうして、1999 年 9 月に、その経営者の学校

で、その人たちは、エスペラントとインターネッ

トを教わりました。 

トゥン イカㇱマ ホッネン ネ ワ、 トゥ エ ホ

ッネ 先住民族 ウタㇻ イヨロッ パ。 

２２人、１８の先住民族が集まりました。 



ネロㇰ ウタㇻ アナㇰネ ウサ オカ モシㇼ オ

ロワ アㇻキ ルウェ ネ。 

その人たちは色々な国から来ました。 

ネ モシㇼ アナㇰ、ニューギニア、モロッコ、ル

ワンダ、ブルキナファソ、ロシア、アラスカ、コ

スタリカ(中米)、グラテマラ(中米)、チリ、イン

ド、 。。。 ネ。 

その国は、ニューギニア、モロッコ、ルワンダ、

ブルキナファソ、ロシア、アラスカ、コスタリカ

(中米)、グラテマラ(中米)、チリ、インド、...で

す。 

ネロㇰ ウタㇻ ネ 学校 オㇿ タ 21 ト パㇰノ 

アエパカㇱヌ ルウェ ネ。 

彼らはこの学校で２１日ほど学びました。 

ホㇱキノ アン 7 ト ウトゥㇽ タ、 クンネイワノ 

オヌマン パㇰノ エスペラント イタㇰ アエパカ

ㇱヌ。 

最初の７日間には、朝から晩まで、エスペラン

トを勉強しました。 

オトゥタヌ アン 7 ト ウトゥㇽ タ、 ホームペ

ージ カㇻ ワ、 オロ タ ヤヨルㇱペ エスペラ

ント イタㇰ アニ ヌイェ ルウェ ネ。 

その次の７日間には、ホームページを作り、そ

こに自分たちのことをエスペラントで書きまし

た。 

イヨッタ イヨㇱノ アン 7 ト ウトゥㇽ タ、 ネ 

ホームページ オㇿ タ エスペラント イタㇰ ア

ニ ウコイソイタㇰ カ キ、 学校 オㇿ タ ウト

ゥラノ ホリッパ カ シノッチャ カ キ ルウェ 

ネ。 

最後の７日間には、そのホームページの中で

エスペラント語で会話したりもし、学校で一緒

に踊ったり歌ったりもしたのです。 

ネロㇰ ウタㇻ ポロセㇾケヘ アナㇰネ、 テ ワ

ノ カ エスペラント イタㇰ アニ ウヨイソイタㇰ 

ルスイ ワ セコㇿ ハウェオカ ルウェ ネ。 

この人たちの多くは、これからもエスペラントで

会話したいなと言っています。 

1999 パ 11 チュㇷ゚ ケセ ワノ、 カンナスイ 

先住民族 トゥン イカㇱマ ワニウ ネ ワ、 ネ 

学校 オㇿ タ パイェ ワ、 エスペラント イタㇰ 

ネヤ インターネット ネヤ アエパカㇱヌ。 

1999 年 11 月末から、再び先住民族が１２人

で、その学校に行き、エスペラント語やインター

ネットを教わりました。 

ネ 経営者 アナㇰネ、 250 パㇰノ アン 先住

民族 ウタㇻ アㇻキ ヤㇰ ピㇼカ セコㇿ ハウ

ェアン。 

その経営者は、２５０ほどの先住民族が来ると

いいなと言いました。 

エイ ネヤ オヤ イタㇰ ネヤ アニ ウコイソイ

タㇰ ヤㇰネ、 ピㇼカノ エアㇱカイ ウタㇻ カ 

オカ コㇿカ、 エアイカㇷ゚ ウタㇻ カ ポロンノ 

オカ ナンコㇿ。 エスペラント ネ ヤクン、 ア

ッパケ ワノ ウタㇻ オピッタ トゥラノ アエパ

カㇱヌ エアㇱカイ クス ピㇼカ クニ クラム。 

英語や他の言葉で会話するならば、ちゃんと

できる人もいるけれど、できない人も 

いるでしょう。エスペラントなら、最初からみん

なで一緒に勉強することができるので 

素晴らしいと私は思います。 

エスペラント イタㇰ イェ ウタㇻ アナㇰネ、 モ

シㇼ エピッタ オカ ルウェ ネ。 

エスペラントを話す人は、世界中にいます。 

ネ イタㇰ アエネパカㇱヌ ヒ ワノ、 ネロㇰ ウ

タㇻ クトクイェコㇿ エアㇱカイ クス、 シノ ケ

ヤイコプンテㇰ。 

私は、この言葉を勉強してから、その人たちと

親しくなり、とてもうれしく思っています。 

ナア エスペラント オルㇱペ エチヌ ルスイ 

チキ、 ウンヌレ ヤン! 

さらにエスペラントの話しを聞きたいならば、私

たちに知らせてください。 

hokkaido_esp_ligo@yahoo.co.jp 

北海道エスペラント連盟 

hokkaido_esp_ligo@yahoo.co.jp 

北海道エスペラント連盟 

  

 



アイヌタイムズをご購入していただける方がお知り合いでいらっしゃいましたら、お声をかけてい

ただけると大変うれしく思います。 

 

 

購読連絡先：〒055-0101 北海道平取町二風谷 80-25 萱野志朗（宛） 

購読料：1500円 （4号ごと／アイヌ語版のみ） 

2300円（4号ごと／アイヌ語版と日本語版） 

 

読者からの投稿募集： 

（連絡先）：〒047-0033 

浜田隆史（宛） 

北海道小樽市富岡 1-32-136 

電子メール：                  

ウェブページ： https://otarunay.at-ninja.jp/taimuzu.html 

 

 

  

注）アイヌタイムズの版権は、アイヌ語ペンクラブにあります。 
 
注）1. 赤字は、アイヌ語です。 
2. 赤字のイタリック文字は、主に日本語由来のアイヌ語外来語です。 
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